
寸劇に見るスタッフの情熱、住民理解への挑戦

～「総合型地域スポーツクラブちなんかえ？（何ですか？）」

（洞門元気クラブ・大分県中津市 ）

メルマガ７月（57号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜特集＞　クラブをわかりやすく伝える～住民との共感プロセス　　　　　　　　
　　　　　感性に訴える効果

　菊池　寛の小説「恩讐の彼方に」に出てくる、「青の洞門」の地、本耶馬渓町。人口も3,500人
程度の山村地です。一昨年のおおいた国体では、成年女子のサッカー競技の会場となり、スポー
ツに対する関心も高まりました。人工芝のサッカー場も完成しました。
少子高齢化が進む山間の町に総合型地域スポーツクラブの創設機運が高まり、２年間の準備期間
を経て、平成22年3月｢洞門元気クラブ｣として設立総会を迎えました。

　創設準備でいつも悩むのは「総合型地域スポーツクラブとは」の説明です。説明会ではなかな
か人も集まらず、資料やＤＶＤの説明では、「理想が高く、実現できるのか？」「クラブ運営が
成り立つのか？」などの厳しい意見があり、十分な周知ができず、運営委員たちも自信をなくし
かけていました。そこで、人を集めるために、説明会だけではなく、啓発の体験教室やイベント
を開き、それに合わせて説明をする方法に変えて行きました。

　総会当日は町内の会員160名近くが集まる中、総会の冒頭、公民館のステージで準備委員・運
営委員の面々が役柄に扮装をしての演劇で幕を開けました。サプライズとなった演劇は、会場を
笑いの渦に巻いていきます。会場の雰囲気が一変しました。
総会での演劇を考えたのは、「説明会での厳しい意見や不安には成功例のＤＶＤではなく、希望
の持てる“わが町にふさわしい内容”で理解をしてもらうために、身近な題材での演劇となった」
と苦労を吐露してくれました。

総会参加の来賓に抹茶のサービスを提供する会員

　ストーリーは、老夫婦とその家族や地域の人々
が登場し、日々の生活を、凡々と暮らす家族が、
「スポーツクラブ」の存在を知り、話し合い、
入会するまでを“放言でユーモラスに”演じまし

た。
途中、太極拳、剣道などスポーツ教室の面々も
特別出演し、会員の興味を誘いながら、「総合
型クラブとは？」を自然と見る人の心に沁みこ
ませるという憎い様な発想でした。
「楽しかったぁ」、「おもしろかったぁ」、中
には「うちの家と同じやったよ！」「家族であ
んな風に話し合うのもいいなぁ！」など会員一
人ひとりが声をかけてくれました。
これまでの住民の説明会では、なかなか理解を
示さなかった「総合型地域スポーツクラブ」で
したが、スタッフの新しい発想が見事に就実し
ました。
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　禅海和尚の意思をつなぐ・・・・
　　　　　　　　　　　　・・・・・「なんち言うたち　さかしいんが一番！」

熱演する運営委員寸劇を見る参加者

　準備期間中も１年目はなかなか会議そのものもいまひとつ燃えない雰囲気でしたが、２年目から
スタッフの意識も変わり、日ごとに熱が入り始めました。
「なんち言うたち　さかしいんが一番！」（何といっても　元気が一番）を基本理念に据えて、新
しいクラブづくり・地域づくりを目指しています。
準備期間中に所属の中津市が「笹川スポーツ財団のチャレンジデー」に挑戦しました。準備委員会
としては何かインパクトのある企画をと「ナイトウオーク」を企画実施しました。午前０時に青の
洞門をスタートする企画です。約60名程度の町民が参加しました（これらの結果がチャレンジデー
での中津市の勝利に貢献しました）。
平成22年度もチャレンジデーに挑戦し、120名以上の参加者があり、１日のスポーツ総参加率は住民
の120％を超える成果を出しました。
また、各地区公民館への出前事業等も実施してクラブが町内に浸透しています。
事務局はじめスタッフの前向きで積極的な姿勢がいろいろな困難を乗り越えさせてくれます。
クラブが持つ課題はどのクラブも同じですが、関係者の気持ちが一つになり地域に新しいうねりを
起こそうとしています。
　地域住民のため、青の洞門をコツコツと掘り続けた禅海和尚の魂がこのクラブにも伝わっている
のではないでしょうか。

（土谷忠昭　大分県クラブ育成アドバイザー ）

　１．設立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設立年月日：平成22年3月7日

　２．地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　人口：3,436人（本耶馬渓町）

　３．クラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会員数：250名（全人口　7.2％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　予算額：380万円（22年度）

　４．連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　〒871-0295　中津市本耶馬渓町曽木1800番地　本耶馬渓公民館２階 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　事務局長：今永英一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　マネジャー：小川智靖、和田憲二　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　Ｅメール：hashidume.miyuki@city.nakatsu.lg.jp(事務局・橋爪) 

【洞門元気クラブ プロフィール】

関連リンク：土谷忠昭氏プロフィール　http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/44.html


